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c

 

1904.

:•
■が
あ
る
々
最
も
詳
し
い
の
は
、
 

>

初
版
、

-:
版
；と
も
：輔
密
に
対
照
さ
れ
て
い
る

.

P
r
i
e
s
t
l
e
y

版
：で
、

以
下
の 

.、
引

用
.
.
は

す
.ベ
.て
.こ
.れI

に
へ
よ.る
。
■

cle, P
，
92.

m
r
p
.

 81. 

•:

&
P

M M  ♦ ■ ' ■

一 s

duction, 

c
h
a
p
，

cn
'
B
h
e

 yoluntarypctionw 

0
H1
日©^

o
r
i
g
i
n
a
t
e

 

in their opinions; B. 4, 

c
h
a
p
.
10, 

O
f

 Solf-IOY®

M
-
R be

n
e
­

volence; chap. 
p
 O

f

 g
o
o
d

 a
n
d

 evil;
B
.

00
'chap. 2, 

prin­

ciples 

o-
Hl
m
h
o
p
q
h

^
で
あ
り
、
そ
の
他
初
版
の
節
が
章
に
独
立
し
た
も
の
、
 

新
た
にa

p
p
e
n
d
i
x

が
加
え
ら
れ
た
も
の
も
多
い
か
，ら
、全
く
独
立
の
書
の
趣 

き
あ
る
と
い
わ
れ
る
マ
ル
サ
ス
の「

人
口
論」

の
第
一
一
版
ほ
ど
で
は
な
い
に
し 

て
も
、
量
的
に
も
か
な
り
の
修
正
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
き
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
自
身
は
第
一一

版
へ
.の
序
文
で
つ
ぎ
の 

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
0

.

.
 

■ 

「

こ
の
版
を
砠
_
し
た
人
に
.よ
っ
.て
、何
故
前
版
で
述
べ
.た
主
張
を
多
く
の
点 

で
変
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
の 

変
化
は
非
難
の
的
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
、
次
の
よ
う
：
 

に
答
え
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
第
一
に
、
こ
の
書
の
精
神
と
大
綱
は
不
変
の
ま
ま 

-で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
基
本
的
な
主
張
の
多
く
の
個
所
は
、.
前
版
よ
り
も
正
確 

に
論
証
さ
れ
て
い
る
と
信
ず
る
q
第
二
に
、：
私
は
こ
の
変
化
を
、
私
の
心
を
改 

鹿
改
善
に
常
に
向
わ
ぜ
て
お
.く
た
め
の
、
•勤
勉
な
誠
実
な
努
力
の
.せ
い
に
し
よ
.
 

う
と
思
う
：。
.

…

：
こ
の
書
め
推
論
や
叙
述
に
最
も
重
要
な
変
化
の
あ
る
部
分
は
、
 

o,
ぎ
の
題
名
の
所
で
あ
る
。
即
ち *The. characters of m

e
n

 originate 

in 

their 

external 

circumstance, 

T
h
e

 voi

目taxy 

actions 

of 

M
P
©
H
_
.

 OTiginat©. in 

t
ho.
i
r opinions,.of'personal Yirtue.and. 

duty/ O
f

 rights. 

O
f

 

O
f

 obedience. O
f

 f
o
r
m
s

 of

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,

 illustrations of sincerity. O
f

 

welt

ムov
e 

a
n
d

.

.

.

.

.
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.

.
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.
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w

.ゴ
ド
ウ
ィ
ン「

政
治
的
芷
義」

：
.

cr-
e
n
e
y
o
l
e
n
c
e
,

o

faq
o
o
d

 

a
n
d

 

evil. 
Principles 

of 

property, 

a
n
d

 O
f

c+
I
l
e 

supposed a
d
v
a
n
t
a
g
e
s

 

OHJa
x
u
r
y
j

 

ま
た
第
三
版
の 

た
め
に
は
短
いa

d
v
e
r
t
i
s
e
m
e
n
t

を
付
け
て
、「

著
者
は
第
三
版
に
ょ
っ
て 

与
え
ら
れ
た
機
会
を
、’徹
底
的
な
修
正
.の
た
.め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ 

.
が
と
の
変
更
は
、'数
多
い
が
基
本
的
性
質
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
目 

的
は
、
単
に
少
数
、の
.未
熟
な
幼
稚
な
意
見
を
取
り
除
く
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。」 

と
.述
べ
て
い
る
。

•'
:

'.

こ
の
大
き
な
変
化
の
.あ
る
章
と
は
、
^
ん
>ど
が
、
こ
の
書
八
篇
の
中
で
、
特 

に
重
要
な
章
で
あ
る
。
'即
ち
彼
の
原
理
の
政
策
的
辟
用
た
る
に
過
ぎ
な
い
立
法 

論
、
行
政
論
、
犯
罪
、
刑
罰
等

.々
を
扱
っ
た
第
五
、I
六
、..七
篇
は
殆
ん
ど
そ
の 

:
ま
ま
で
、
政
治
的
制
度
の
重
要
性
、
正
義
、
平
等
、
権
利
、
善
悪
、
抵
抗
、
財 

産
等
々
の
基
本
め
員
理
、
及
び
政
i

度
の
批
判
、
そ
め
変
幕
の
方
法
等
を
扱 

っ
た
第
一
、
ニ
、
三
、
四
、
八
篇
が
か
な
り
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と 

は
、
こ
の
書
の
大
綱
は
不
変
だ
と
し
て
も
、
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
の
勤
勉
な
誠
実
な
努 

力
は
、
.そ
の
基
本
的
な
考
え
を
若
干
変
え
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

.

;

.

一
二
'
.
'
'
.

r

政
治
的
正
義」

.第
三
版
で
' 
先
ず
注
目
す
べ
き
変
化
は
、冒
頭
.に
こ
の
書
の 

内
容
の
要
約
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
_
こ
れ
は
こ
の
書
全
体
の
主
張
を 

知
る
上
に
ぎ
わ

，，め
て
便
利
で
あ
ろ
う
。
.今
こ
'れ
を
更
に
簡
単
に
記
す
と
つ
ぎ
の
.
 

v

 
と
く
な
.る
。

.

I

.
道
徳
及
び
政
治
办
研
究
の
真
の
対
象
は
、
'快
楽
又
は
幸
福
で
あ
る
。
快 

V
 

. 

:

七
.一

(

四
一
三)



一
楽
に
は、
0 I

に
'外
部
的
感
覚
.：

e
x
t
e
r
n
a
l
;
B
e
s
e
s

ぐ
に
よ
る
快
莠
.第
一
一
に
一 

知
®的
感
情inteliec

e+ual: f
e
e
l
i
n
g

に
上
る
快
楽
、
同

情sy
m
p
a
t
h
y

に 

よ
る
傲
楽
、
自
已
是
認

s
e
l
f
-
a
p
p
r
o
b
a
t
i
o
n

.に
よ
る
狭
楽
が
：あ
る
が
、
第
二 

.の
方
が
第
，一
の
快
楽
よ
り
も
ず
っ
と
辕
妙

e
x
q
u
i
s
i
t
e

な
も
の
で
あ
を
。.

.
I

社
会
の
あ
る
^
^
に
お
い
.て
、
人
間
の
不
H
と
暴
力
は
政
府
を
必
要
.と
. 

し
た
;0
磨

は

、
社
会
の
権
力
を
集
中
す
る
こ
と
■.に
よ
っ
て
、
抑
圧
.、
専
制
、
 

戦
争
、
従
服
を
生
ぜ
し
め
、
'財
産
の
不
平
等
払
永
久
化
し
増
大
す
る
と
と
に
よ 

ク

て
、
■有
害
な
傲
熱
.を
か
き
立
て
、
入
々
を
掠
奪
と
詐
欺
へ
.と
駆
り
立
て
，る
。.

■
I

自
己
是
認
に
よ
る
快
楽
は
個
人
の
独
立
を
要
求
し
、
独
立
な
く
し

..て
は
、
' 

人
は
證
に
も
有
用
に
も
幸
福
に.も
な
り
得
な
い
。
故.に
、.

ん
類
の
最
も
望
ま
：
 

し
い
i

は
、
個
人
の
独
立
を
侵
害
す
る
こ
と
最
も
少
な
く
し
て
、

一：般
の
安 

全
を
維
持
す
る
靈
で
あ
る
。
:.

W

,
人
間
I

の
標
準
は
正
義
で
あ
り
、
正
義
と
は
快
楽
又
'は
幸
福
の
最
大 

量
を
生
み
出
そ
ぅ
と
す
る
原
理
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
利
心
の
放
棄
を
要
求
し
、、

A
間
の
.幸
福
に
関
保
す
る
ず
ベ
て
の
の
、
明
確
な
様
式
を
跋
定
す
る
最
高

. 

の
普
遍
性
を
持
つ
法
則
で
あ
る
。

 

.

V 

_務
と
は
、

一
般
的
な
利
益
に
対
レ
て
、
個
人
の
能
カ
の
：最
善
の
使
用 

を
命
ず
る
よ
}
な
、
當

の

様

式

で

あ
る
0

:

.

:
へ

:
,

.権
利
と
ば
、
.そ
の
隣
人
達
の
.い
く
つ
か
の
義
務
の
履
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
利 

益
の
、
彼
の
分
け
前
に
対
す
る
個
人
：の
請
求
権
で
あ
る
。

；

)

AI
人
々
の
自
発
的
當
を
命
ず
る
の
は
、
彼
等
の
感
情
で
あ
り
、
理
性
ゆ 

独
立
の
原
理
で
は
な
い
。
：理
性
は
、
.萬
.な
マ
た
感
情
を
比
較
考
量
し
.、1

を
，
.

規
制
す
る
も

O'
で
あ
る
'0
故
に
、
社
会
的
条
件
の
改
善
の
た
め
に
求
む
べ
き
も 

の
は
、
.理I

!

の
進
歩
^

る̂
？
'
■

•
:
:

■1
理
性
は
知
識
を
養
う
こ
.と
に
よ
っ
て
明
晰
強
固
と
な
る
。
.知
識
を
培
う 

こ
と
に
：お
：け
る
進
歩
に
は
、
.制
限
が
な
い
か
ら
、
人
間
の
発
明
と
社
会
的
存
在 

の
様
式
は
永
^
に
改
善
さ
れ
得
る
し
、
思
考
.の
或
る
特
別
な
様
式
又
は
存
在
の 

条
件
を
固
定
化
す
る
上
う
企
て
ら
れ
た
霞
度
は
、
有
害
で
あ
る
。

.

■

VI
智
的
感
情
に
よ
.る
快
楽
と
自
已
是
認
に
よ
る
快
楽
と
は
、
悟
性
の
健
全 

さ
に
結
び
付
い
.て
い
る
悟
性
の

.健
金
さ
は
偏
見
と
は
相
容
れ
ず
、
研
究
の
自 

由
と
結
び
付
い
て
い
る
。
従
っ
て
、；
輿
論
は
公
共
の
安
全
が
許
す
限
り
、
制
限

.
 

さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
.悟
性
の
健
全
さ
は
、
.：簡
単
な
生
活
様
式
、
知
識
を
養
う 

た
：め
の
余
暇
と
紘
び
#.
い
.て
い
る
0
従

？
て
、
極
度
に
不
平
等
处
財
産
の
分
配 

は
フ
入
間
の
最
も
望
ま
し
い
鐘
と
は
反
搿
の
も
の
で
綠

^
.

.

.

上
が
彼
の
要
約
の
大
要
•で
あ
る
が
、
人
は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
思
想
が
、
 

初
版
よ
り
遙
が
に
整
理
さ
れ
た
姿
'

P

示
さ
れ
で
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
初 

版
は
、
'後
の
章
の
：執
筆
が
終
ら
ぬ
中
に
、
始
め
の
部
分
の
印
刷
に
か
が
マ
た
よ

.

.

.

.

C 
注
—) 

.

う
な
事
情
も
.あ
.っ
て
、
前
後
不
統

.一
の
®

も
あ
っ
た
が
、

の
こ
の
要
約 

で
は
、
快
楽
量
の
増
大
=
正
義
と
い
う
原
理
を
中
心
と
し
て
、
快
楽
の
種
類
、
 

'.政
府
の
批
判
、
.個
人
主
義
、
利
己
心
の
否
定
、
権
利
義
務
の
概
念
、
理
性
と
感 

情
、
進
歩
の
無
限
が
可
能
性
、
；悟
性
と
研
究
の
自
由
、
不
平
等
だ
財
産
分
®
に 

対
す
る
批
判
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
を
。

'

V'

’

.

.

.

 

.

.

. 

.
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.

.彼
の
以
上
め
要
約
に
よ
っ
■て
明
瞭
で
あ
る
よ
5
に
、
.篇
は
快
楽
の
増
大=

正
義
を
中
心
と
す
る
論
理
：が
一
...
層
体
系
化
さ
れ
た
結
果
、
功
利
主
義
的
傾
向
を 

強
め
る
に
.至
づ
：た
。
'も
ち
ろ
ん
、

嚴
の
論
理
の
中
心
も
快
楽
で
あ
り
、
.個
人 

の
快
楽
の
増
大
は
全
体
を
益
す
る
で
あ
ろ
ぅ
と
い
？

」

と
？
相
互
.の
快
楽
の
関 

係
は
お
の
ず
か
ら
理
浊
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
等
々
に
関
す
：る
詳
し
い
叙 

述
が
あ
る
が
、
全
体
の
構
成
の
示
す
.と
■と
ろ
：は
.、
快
楽
.の
内
容
に
到
達
す
：る

ま

.
 

で
の
論
理
は
I

的
で
あ
り
、
先
ず
政
篇
度

.の
重
要
性
と
、
'そ
の
枇
判
的
検 

討

.の
後
に
、
快
楽
の
内
容
に
至
っ
た
か
の
ど
と
く
で
あ

る

.。

，i
.
の
本
文
は
こ
.、
 

れ
と
同
じ
順
序
を
た
ど
る
の
で
.あ
^
が
、
.彼
の
要
約
诚
こ
れ
に
反
し
て
、
先
ず 

快
楽
の
規
定
を
行
い
、
,そ
れ
に
照
し
て
具
依
的
な
結
論
.を
演
繹
し
て
い
る
.。
ゴ 

.ド
ゥ
ィ
ゾ
は
本
文
の
構
成
を
変
え
る
C
と
は
し
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
頭
の
一 

中
で
は
、
こ
の
よ
ぅ
な
、.
つ
ま
り功
利
主
義
に
特
微
的
な
力
法
.に
傾
い
て
い
た

.
 

の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か
。
要
約
で
は
.、
始
め
に
快
楽
の
ー
，1種
を
区
別
し
、.外
的
感
.
 

覚
の
快
楽
を
、

よ
り
劣
っ
た
も
の
と
規
定
し
た
。:'〈

彼
は
こ
の
よ
う
に
快
楽
の 

質
的
差
を
設
け
た
こ
と
に
よ
っ
，て
、
.功
^
王
義
t
放
棄
し
た
の
だ
と
の
、
も
あ 

る
が
、
こ
の
点
.で
は
彼
は
J
.
S 

•
ミ
ル
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
-
更

に

奋 

g
o
o
d

 a
n
d

 e
vil

な
る
章
を
新
た
に
設
け
て
、
善
と
は
快
楽
並
び
に
：快
楽
を 

.
賺
す
る
手
段
の
一
般
的
名
称
で
あ
り
、
_悪
と
.は
苦
痛
並
び
に
苦
痛
を
生
み
出
1
 

す
手
段
の
一
般
的
名
称
と
規
定
す
る
.こ
と
.に
よ
っ
て
、
功
利
主
義
の
伝
統
に
従
.
 

y

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
：「

政
治
的

IE
.義J

C

注
5

つ
た
の
で
あ
る
へ

.
r 

- 

-
 

. '

だ
が
、
功
利
、王
義
と
：

も
の
が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
蓉
理
性
の
主
張
の
上
に 

.築
か
れ
た
論
^-
で
あ
る
以
上
、
'そ
れ
に
傾
い
て
柚
象
的
快
楽
か
ら
論
を
進
め
る 

こ
と
ほ
、
ブ

ル

'^
:ョ/T
的
快
楽
の
基
盤
だ
る
蓄
積
財
産
の
制
度
ゴ
ド
ゥ
ィs 

は
封
建
社
会
に
対
1;
ゼ

'
>
*民
社
会
を
区
別
し
て
こ
，の
ょ

ぅ

に

，呼
ん
だ)

に
対 

，
し
て

^

を̂
誘
ぅ
も
の
で
；■あ
る
。

も
ち
な
ん
：彼
の
功
利
主
義
の
著
し
い
特
徴 

は
、
ベ
，シ
サ
V
ム
の
ご
と
き
凡
俗
な
る
快
苦
の
m

術
と
は
異
な
つ
て
、
き
わ 

‘め
て

：
理

性

的

で

.あ
り
、
そ

0
故
に
ミ
：ル
：ょ
り
も
遙
か
に
早
く
快
苦
の
質
的
区
別 

'を
強
調
し
て
、，
強
い
批
判
的
態
度
を
留
保
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
，理
性
が
快 

楽
の
ブ
ル
：ジ
ョ
ア
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
歴
史
性
を
欠
き
、
単
.な
.
る

知

識

の
 

発
展
に
侬
存
す
る
柚
象
的
な
% -
'

の
で
あ
る
奴
上
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
平
蓮
金
に 

.お
け
る
幸
福
も
、
.:

現
秩
序
の
禪
進
的
改
革
の
延
長
.の
上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に 

•

な
る
。
.：つ
ま
り
、
.初
版
の
論
理
は
、
従
来
の
政
叢
度
の
現
実
の
批
判
か
ら
始 

ま
り
、
、そ
の
故
に
蓄
積
財
産
の
制
度
を
奴
隸
制
や
封
建
性
と
並
ん
で
、
否
そ
れ 

:

奴
土
に
批
判
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
.る
が
、.後
版
の
：ょ
り
功
利
主
義
的
な
色
彩 

.

は
、
：前
の
論
理
を
大
部
残
し
.て
い
な
が
ら
も
、快
楽
と
財
産
の
.結
合
を
強
く
し
、

.蓄
積
財
産
の
制
度
を
、
理
想
社
会
の
未
熟
な
段
階
と
し
て
、
.む

し

ろ

そ

の

た

め
 

に
宓
要
な
ー
階
程
と
;̂
て
、
理
想
社
会
の
侧
に
眺
め
る
の
で
あ
る
。

(

注 
一)

p
o
s
i
c
a
l

 Justice, 

vo-
1
. 

Ill, priestleywintroducaon, 

P
.

1
5な
お
こ
.の
点
に

'0
い
て
は
、

M
•
一
 H

&)l§
7y; T

h
o

 

G
r
o
w
t
h

 

of

philosodhic 

Ka4icalism, 

tx 
供nwlated 

b
y

 

M
a
r
y

 

Moris,

.

し

. 

' 

: 

' 
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—

お
ー
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♦
及
び
，p.

 H
.

 M
o
n
r
o
; G

o
d
w
l
n

w-M
o
r
a
l

 Philosophy, 

p
p
.

.

-
.
.
. ■
 

-
 

. 

.
 

L.. 

.

.
.1£

5, p. SI* 
を
参
照 

o-'
.

':: 

. 

■

•:
:
:
,
.

.

(

注一
一)
近
代
功
利
主
義
は

p.
ッ
ク
、
ホ
ッ
ブ
ス
：に
始
玄
り
、？
：ゴ
ド
ゥ
ィ
.

S

は 

初
版
に
；お
い
て
ロ
.ッ
ク
と
.同
じ
くT

我
々
は
こ
の
世
に
固
有
の
廒
理
を
挎
っ 

.

.て

.生
れ
た
も
の
で
は
な
：い
0
:從
っ
て
、
'
我

'̂
は
最
初
生
れ
た
時
に
は
、：，：有
徳 

-
.で
も
な
け
れ
ば
不
徳
で
も
な
い
。
と
の
問
題
に
公
平
な
考
察
を
与
え
る
如
何 

な
る
人
間
に
と
っ
て
も
、

こ

れ
ょ

り

明
ら
；か
.な
.真
理
は
あ

り

#
な
い
O

J

(political Justice, voi. Ill, Te
x
t
u
a
l

 Notes, p
,
141

)

と
本
有

観
念
を
否
定
し
た
。
だ
が
後
販
で
は
こ
の
章
句
は
変
更
さ
れ
、T

七
九
七
，年 

——

 

• 

;
 

■

のT
h
e

 E
n
q
u
i
r
e
r

に
て「

幼
览
は
そ
の
誕
生
：に
際
し
、
教
化
に
向
く
、

'

或
は
向
が
ぬ
素
質
_を
持
っ
て
い
る」

(P. 4
)

と
述
べ
、
第
三
版
に
て
は「

幼

!M
は
確
か

.に
そ
の

.両
親
の
性
格
の
一
部
を
持
っ
て
生
れ
て
來
る
。

」

ハp,

CH
こ

v
o
l
.
II, 

P
,

00
7)

と
い
っ
て
い
谷
。
こ
の
変
化
は
後
の
，P
t3
-
§
0q
^
c+
-cf
t
0
.0

M
s
, a v

o
l
u
m
e

a

essays, 1
8
3
1
.

に
お
い
て
更
に
は
な
は
だ
し
く
、

生
来
の
才
能
を
認
め
、
善
人
惡
人
の
差
は
生
れ
つ
：き
で
あ
る
と
い
ぅ
宿
命
論

に
ま
で
避
ん
だ(p. J., vol* III, p

rtiestleHs introduction, pp.

96-7)
。

だ
が
彼
の
宾
意
は
、

H

ル
ヴ
工
シ
ゥ
ス
が
人
間
は
い
か
な
る
分
野

で
も
そ
の
才
能
を
伸
ば
し
得
.る
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
そ
の
才
能
に
適
応
.

.せ
る
所
で
は
無
限
の
進
歩
が
可
能
で
あ
る
と
の
考
え
で
あ
み
ぅ
。

,

五

を
完
成
す
る
要
.の
石
で
あ
る
。」

.コ
ド
ゥ
ィ
ン
の
社
会
批
判
は
、
政
治
的
正
義
を 

求
めV

抽
象
的
な
理
性
か
ら
出
発
し
、
行
動
の
原
理
を
快
楽
の
増
大
に
見
出
し
.
 

て
、
財
産
制
度
の
.上
に
、；
目
«
め
な
当
時
の
^
本
主
M

度
の
批
判
と
、
.彼
の 

所
謂
平
等
な
制
度
の
.あ
り
方
を
展
開
す
る
。
社
会
思
親
と
し
て
も
最
も
興
味
の 

あ
る
の
も
こ
の
財
産
論
.で
あ
る
の
で
、
以
下
第
八
篇「

財
産
に
.つ
.い
て」

を
検 

■討
し
よ
う
0
;
.
:
'

.初
版
で
ば
こ
の
篇
は
八
章
か
ら
成
つ
て
い
た
が
、

一：®
が

ら

は

r

Principles of 

p
-H
o
pa)
^
t
y

 
が
加
え
ら
れ
、
&
P
P
. 

5’ 

o
f the 

objec 
丨

.

.

. 

'
. 

.

.

.

.

.

CJ
l
o
n 

t
o

c+
h
i
s 

s
y
s
t
e
m

 

f
H
Q
mc+
h
e impossibility of its i>eing

H
e
n
-

dered 

p
e
r
m
a
n
e
n
t

-*
が 

chap' 4：, 

Objection 

to 

-
b
h
i
cf
ts

y
w
t
e
m

fx.om 

the fraity o
f
'
.
t
h
®
h
u
m
a
n

 m
i
n
d

及
び chap. .5, 

objec-

tion to 

this s
y
s
t
e
m

 f
r
o
m

c+
I
l
e 

^
l̂
o
g
a
o
n

 of p
e
r
m
a
n
e
n
c
e

 
の

二
章
に
分
割
さ
れ
て
、
.全
十
章
に
拡
大
せ
ら
れ
た
。
そ
.の
他
殆
ん
ど
書
き
改
め 

ら
れ
た
.章
も
多
い
か
ら
、
各
版
の
変
化
.は
財
産
論
.に
お
い
て
f

大
き
い
。

先
ず
第一

に
、
後
版
で
は
財
産
の
概
念
が
明
確
化
さ
れ
た
。
&嚴
で

は

、
財 

産
が
大
部
分
、
奢
侈
や
虛
栄
の
た
め
め
も
の
で
あ
り
，
現
財
産
の
配
分
は
労
働 

に
は
基
づ
か
ず
、
最
も
勤
勉
な
る
者
が
生
活
苦
に
あ
え
ぎ
、
大
財
産
が
掠
奪
等 

の
不
名
誉
な
方
法
で
獲
得
さ
れ
た
と
い
う
よ
う
に
、
現
財
産
制
度
に
対
す
る
批 

判
が
主
で
、
問
題
と
な
る
•財
産
の
内
容
は
不
明
で
あ
：つ
た
が
、
i

で
は
次
の 

よ
う
.に
示
さ
れ
て
い
る
。
...

「

財
産
の
理
論
が
関
係
す
る
主
題
は
、人
間
の
利
益
ま
た
は
快
楽
に
貢
献
す 

る
、
又
は
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
、
他
の
人
々
か
ら
永
久
的
又
は
一
時
的
に

取
り
上
げ
る
以
外
に
は
、
使
用
出
来
な
い
よ
う
な
す
べ
て
の
も
の
で
あ
る
。

c

注
ニ)

こ
れ
は
特
に
、
食
物
、
衣
服
、
住
宅
及
び
家
具
で
あ
る
。」

「

財
産
は
四
つ
の
部S

：

0
1故S

に
分
け
ら
れ
得
る
。
即
ち
生
活
資
料
:0
智 

的
及
び
道
徳
的
改
善
の
手
段
。
安
価
な
慰
安
品
。
健
康
な
活
潑
な
生
存
に
と 

っ
て
決
し
て
^
双
な
も
の
で
は
な
く
、
相
当
な
労
働
と
勤
勉
を
払
わ
ず
し
て 

は
購
い
得
な
い
よ
う
な
慰
安
品
。
平
等
な
分
配
に
対
し
で
障
害
を
与
え
る
の

S
5

は
、
主
と
し
て
こ
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
。」

「

財
産
に
は
三
つ
の
等
級d

e
g
r
e
e

が
あ
る
。
第
一
の
、罾
も
矶
#-
な
罾
砠

_

は
、
私
が
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
が
使
用
す
る
‘よ
り
も
大
き
な
利 

益
又
は
快
楽
の
総
計
が
生
ず
る
よ
う
な
も
の
.に
お
け
る
、
私

め

永

久

的

な

権

、 

利
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、.
私
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
所
有
す
る
よ 

う
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
•問
題
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
.ら
、
唯
一
.の
必 

要
な
条
件
は
、
私
に
対
し
て
そ
れ
が
最
も
有
用
で
あ
る
と
い
う
こ
と
.で
.あ
り
、

.そ
れ
.に
対
す
る
私
の
資
格
が
、
私
の
住
ん
で
い
る
社
会
に
よ
っ
て
一
般
に
認 

め
ら
れ
て
い
る
と
い
.う
こ
と
.で
^-
る

。」

.

「

財
産
の
第
二
の
等
級
ば
、自
己
の
勤
勉
の
産
物
に
'対
し
て
、
そ

れ

を

使

用
: 

す
る
こ
と
が
龜
当
で
'な
い
よ
う
な
も
の
の
上
に
も
権
^
を
持
.つ
よ
う
か
領
域

.
 

<注五
>

で
あ
る
。」

.

「

財
産
の
第
三
の
等
級
は
、ど
の
よ
>
に
作
ら
れ
た
か
を
問
わ
ず
、他
人
の 

勤
勉
の
産
物
に
対
し
て
、
或
'る
人
が
そ
れ
を
処
分
す
る
特
権
を
持
つ
に
.至

る

： 

組
織
で
あ
る
。」

..
:
 

•

こ
0
よ
う
に
、
：
ゴ
た
ゥ
ィ
ン
の
批
判
の
対
象
と
な
.っ
た
財
産
と
は
、..空
想
的 

W 

.ゴ
ド
.ウ
イ
ン「

政
袼
的
龙
義」 

'

社
会
主
義
者
や
初
期
の
共
産
主
義
者
の
多
く
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
も
ク 

ば
ら
衣
食
住
等
の
贅
沢
品
、
消
費
財
で
あ
っ
た
。
そ
.れ
が
消
費
財
で
あ
る
限
り 

で
は
、
'封
建
社
会
と
市
民
社
会
の
本
質
的
差
別
は
つ
か
み
員
ず
、
せ
い
ぜ
い
貨 

幣
流
通
を
媒
介
.と
し
て
露
骨
に
な
っ
.た
蓄
積
財
産
制
度
.と
し
て
把
握
さ
れ
る
の 

み
で
あ
り
、
そ
こ
で
社
会
制
度
の
科
学
的
分
析
め
芽
を
断
た
れ
て
、
こ
の
時
代 

の
社
会
办i

 

(

社
会
主
義
、
共
産
主
義)

と
社
会
科
学(

経
済
学)

は
別
個
の
道 

を
進
.む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、i

方
賛
況
品
は
具
体
的
に
感
覚
に
映
ず
る 

も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
道
徳
的
に
ば
一
層
激
し
く
^

#の
財

.^
_
胄
を
攻
撃
し 

て
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
平
等
社
会
の
原
理
を
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
れ 

ば
、
財
産
は
、
第
一
.の
、
そ
，れ
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
も
利
益
.を
受
け 

る
人
に
属
す
と
い
う
原
理
に
あ
っ
て
配
分
さ
る
べ
き
で
、
.第
ニ
の
、
自
己
の
労 

.働
生
産
物
に
.対
す
る
所
有
の
原
理
ば
消
極
的
、補
助
的
な
意
味
し
か
持
ち
得
ず
、
 

見
方
に
よ
れ
ば
'そ
れ
は
一
種
の
篡
奪
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
に
至
っ
て
は
、
財 

産
は
、
人
々
の
日
々
の
労
働
に
.よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
奴
上
、
第 

一
一
の
原
理
と
直
接
矛
盾
す
る
強
奪
の
権
利
で
あ
り
、
大
衆
に
無
智
と
貧
困
を
強 

制
す
る
も
の
で
あ
り
、
.社
会
の
生
産
力
が
い
か
.に
増
大
し
て
も
、
こ
れ
が
あ
る 

■限
り
は
そ
れ
は
.富
者
の
贅
沢
に
消
費
さ
れ
、
蓄
積
が
増
し
て
も
労
働
者
達
の
賃 

金
.は
増
大
し
な
い
の
で
あ
る
。
初
版
に
あ
っ
て
は
財
産
の
か
か
る
等
級
の
区
別 

.，
が

な

か

っ

た
.の
で
、
既
成
財
産
制
度
は
第

'一
の
.原
理
に
照
し
て
の
み
批
判
さ
れ 

た
が
、..

第
一
1

§輔
助
原
理
を
證
が
導
人
し
た
結
果
、
こ
の
よ
う
に
財
産
と
労 

"働との関係がくわ

.し
ぐ
速
：ベ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ア
ン
ト
ン
•
メ
ン
ガ
ー 

は
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
を
も
っ
て
、：

全
労
働
収
益
権
の
最
初
の
科
学
的
主
張
者
な
り
と
_
 

V
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,

.

七
五 

S
 
一
七)



ま
で
い
っ
て
い
る
0だ
が
労
働
収
益
の
原
理
.は
、厳
密
に
は
第
一
の
原
理
と
矛
盾 

す
る
も
の
で
、
あ
く
ま
で
補
助
的
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
。
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注
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I
b
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i p. 432.
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法
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注
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注
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 K
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e
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'
六
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, 

: 

.

證
に
お
け
る
つ
ぎ
の
変
化
は
、権
利
の
.概
念
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
.で
あ
る
。 

に
お
い
て
特
微
的
な
論
理
は
、
ホ
ッ
：ブ
ス
、
ラ
プ
ラ
ス
、
デ
ィ
ド
ロ
.
.丨、

エ
ル
ヴH

シ
ゥ
ス
、
ド
ル
バ
ッ
ク
の
線
に
つ
'な
が
る
機
械
論
的
決
定
論
、
必
然 

論
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
ー；
切
の
権
利
は
否
定
さ
れ
た
。
人
は
.そ
.の
才
能
や
、
 

悟
性
や
、
.力
や
、時
間
を
、1

.般
的
善
の
最
大
量
を
作
り
出
す
た
办
に
用
い
る
義 

務
が
あ
る
の
で
あ
'り
、
.そ
の
意
味
で「

人
間
は
権
利
•を
持
っ
.て
は
い
な
い
。い

.. 

か
な
る
自
由
裁
断
の
力
を
も
持
っ
て
は
い
.なi

。」

■義
務
と
権
利
と
は

㈱

Kす 

る
概
念
で
あ
っ
て
、
員
^
の
豸
在
す
る
所
に
権
利
社
众
く
、
理
性
的
人
間
は
、
.

.社
会
の
快
楽
の
暈
を
最
大
限
に
す
を
よ
う
に
：、■
正
義
の
命
ず
る
所
に
従
っ
て
行 

:

.

.
動
す
る
義
務
が
あ
る
の
，み
で
あ
る
。
：か
く
て
_
由
と
権
利
は
否
定
せ
ら
れ
て
、

•

す
べ
て
の
样
為
は
必
然
的
で
あ
り
、
物
質
界
の
運
動
法
則
と
同
様
な
必
然
的
因 

果
の
系
列
が
、
精
神
界
に
も
追
求
さ
れ
て
、
理
性
が
発
達
す
る
に
つ
れ
無
限
に 

■

功
利
の
原
理
に
影
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
.よ
う
に
権
利
を
否
定
す
る
こ
と 

.

に
よ
っ
て
、
彼
は

ペ
ィ
ン
と
共
通
す
る
理
性
を
主
張
し
な
が
ら
、
ペ
ィ
ン
の
批

,

(

注
a

判
者
で
あ
？
た
。

し
か
る
‘に

で

は

、E
i
g
h
t
s

 o
f

 B
a
n

と
題
さ
れ
た
章
は0
£ rights 

•
と
改
め
ら
れ

.て
，
殆
ん
ど
そ
の.内
容
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
権
利
は 

ac
t
i
v
e

 

O
H 

p
o
s
i
t
i
v
e
^
%
o

-ip
a
s
s
i
v
e

o
ri§

g
a
t
i
y

G>
な
も
の
に
分

け
ら
れ
、
、前
者
は
依
然
否
定
さ
れ
た
が
、
.
人
間
の
判
断
は
誤
り
や
す
い
と
の
理 

'
由
で
、
自
由
栽
量
の
或
る
領
域
を
考
え
、
そ
こ
に
後
者
の
権
利
を
認
め
た
。
そ 

.

の
結
果「

要
約」

'
に
.見
る
.ご
と
く
、
権
利
と
は
彼
の
隣
人
達
の
義
務
の
履
行
に 

:

■よ
っ
て
.生
じ
た
利
益
の
、
.'彼
の
分
け
前
に
対
す
る
個
人
の
要
求
権
で
あ
る
と
い 

う
規
定
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
財
産
論
で
は
、
財
産
の
第
一
：
の
等
級
の
も
の
に
，

.

し
て
、
'永
久
的
な
権
利
を
、..
第
二
の
自
己
の
労
働
の
産
物
に
対
し
て
も
一
種
の 

権
利
を
主
張
す
る
に
至
？
た
。
も
ち
ろ
ん
、
初
版
に
お
い
て
権
利
を
否
定
し
た 

、の
は
、
宓
蕾
の
立
場
か
ら
で
知
っ
て
、

マ
ル
サ
ス
の
ご
と
く
生
存
権
そ
の
も 

.の
を
否
定
し
た
の
と
は
意
味
を
異
に
す
る
の
仓
あ
る
か
ら
、
.各
人
は
一
般
の
貯 

.

蔵
が
許
す
限
ゥ
み
ず
か
ら
の
需
要
に
対
し

V

供
給
を
受
け
る
理
由
が
あ
り
、

「

も 

.し
正
義
に
意
味
、が.あ
る
な
ら
ば
、.'
.
:衣
食
住
を
適
当
に
^
^
さ
れ
て
い
な
い
人

 々

が
存
在
し
て
い
る'に
か
か
わ
ら
ず
、'
:
.
一
人Q

人
が
余
剰
物
を
所
有
す
る
と
い
う

こ
と
以
上
に
不
正
な
こ
と
は
知
り
得
如
い
。

」

と
主
張
さ
れ
た
0'
♦た

が

養

に
ぉ

.
， 

い
て
、
か
か
る
正
義
の
罾
吣
な
要
求
か
ら
で
は
な
い
自
由
裁
量
の
権
利
が
認
め 

ら
れ
、.且
つ
.労
働
収
益
に
基
づ
く
第-:
原
埋
が
補
足
さ
れ
た
と
と
は
、
苦
干
現 

寒
へ
の
§

を
示
す
も
の
'で
あ
り
、.い
さ
さ
か
ゴ
ド
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が

^
㈤
さ
れ 

た
感
あ
る
を
免
れ
な
い。
.:

(

注
一)

Political Justice, 

vol. 

1
1
1
.

o
m
i
t
c+
e
d chapt.ers, 

p.

.(

注
一
一)

•へ
ィ
ン
の
〃
榷
利
"
は

自
然
法
に
基
づ
ぐ
自
然

権
で
あ
る
こ
と
に
注 

.
意
。
ア
レ
ヴ
ィ
は

、
民
主
主
義
を

自
樣
権
か
ら
分
離
し
た

最
初
の
人
は
、

ゴ 

ド
ウ
ィ
シ
で
あ
る
と
し
て
い
る

。

M. H
a
l
w
y
y
; 

T
h
e

 

G
r
o
w
t
h

 

of 

philosophic Radicalism, traoslated b
y

 

>
. 

b
.
. 

JLindsay, p. 

“
92, 20

1
.

■

!

(

注
三)

p
o
s
i
e
a
l

 Justice, V
O
L

 

III, 

T
e
x

c+ual N
o
t
e
s
,

 p. 

2
1
P 

ご七

第
三
の
大
き
な
変
化
は
、
安
全0
主
張
で
あ
る
。
新
た
に
挿

.入

.
さ
れ
た 

chap. 2

 

p
r
i
a
c
i
p
l
e
s
、of p

r
o
p
e
r
t
y

に
お
い
て
、
彼
は
、
富
の
分
配
に'
 

強
制
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
そ
の
社
会
の
個
々
人
：の
感
情
に
依
存
す
ベ 

.
き
こ
と
を
主
張
し
た
あ
と
で
.、

つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る

0 

.

.「

不
平
等
を
、個
人
的
な
暴
力
に
ょ
っ
て
正
.そ
ぅ
と
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を 

.理
性
は
要
求
.す
る
。C

中
.略)

.だ
が
、
も
し
理
性
が
こ.の
基
本
的
な
目
的
に
対...

W 

.ゴ
ド
ゥ
ィ
ン

.

「

政
治
的
芷
義

」

'

.し
て

不+-
分

で
^-
.る
な
?>
;
、
疑
'い
も
^:
く
#-
の
'手
^-
ガ
麻
.
-
>
ら

れ

ね

は

な

ら 

へ
な
い
。
社
会
が
.破
壊
さ
れ
る
よ
'り
は
、.J;

人

が

害

を

受

け

る

方

が

ま

.だ
ま
し 

.
で
あ
.る
。

一
般
的_

は
、
.，そ
れ

な

し

に

は

'

>'
ん

な

優

れ

た

立

派

な

事

も

な 

.
'し
と

げ

ら

れ

な

，
い

.と
：
こ.ろ
の
、
欠
く
ベ
か
ら
、さ
る
前
提
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
 

財
産
は
、
或
及
社
会
'の
：一
般
的
な
感
覚
に
よ
っ
て
ゑ
ぼ
さ
れ
、
そ
の
是
認
が 

，
変

ら

ず

に

続

く

限

り

は

、

':
'そ
の
す
ベ
て
の
不
平
等
と
共
に
、
必
要
と
あ
ら
ば 

'
強
制c

o
e
r
c
i
o
n

'̂.

よ
っ
て
で
V
防
禦
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

へ
中
S

そ
れ 

は
、
.0:
'い
怖
し
く
、
よ
り
霞
壊
的
な
害
悪
か
ら
守
る
た
め
に
、
ー
つ
の
不
正
、
 

即
ち
財
産
の
蓄
積
を
擁
護
す
る
—-
*便
法
で
あi?。」

. 

‘

.
「

我

々

ば

财

産

理

論

の

±'
台

と

なっ
て
：い
る
原
理
.、
即
ち
個
人
判
断
の
神
聖 

な
破
棄
し
難
い
権.利
を
1
い
起
し
■さ
え
す
れ
ば
よ
い
。

(

中
略〕

政
府
の
最
初 

.の
目
的
は
、
こ
の
権
利
の
保
護
：で‘
る

。
'あ
ら
ゆ
る
人
に
可
成
の
程
度
彼
自 

身
の
判
断
を
行
使
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
独
立
も
、
改
善 

も
、
美
徳
も
、
幸
福
も
な.い
0
こ
れ
は
最
高
度
に
神
聖
な
る
特
権
で
あ
る
。 

そ
の
維
持
の
た
め
に
は
、.ど
の

よ

う

な努
力
も
犠
牲
も
大
き
過
ぎ
る
こ
と
は 

な
い
。
財
産
の
理
論
の
基
礎
ば
か
く
も
深
い
の
で
あ
る
。

(

中
略
.

)

あ
ら
ゆ
る 

.
優
れ
た
も
の
に
絶
対
、必
要
な
条
件
と
は
、
安
全
で
あ
る
。
も
し
、
私
が
人
 々

か
ら
受
け
る
で
あ
ろ
う
待
遇
を
可
成
の
程
度
予
見
し
、
.そ
の
不
規
則
性
や
気 

ま
ぐ
れ
の
限
界
を
或
る
程
度
予
言
で
き
な

4

と
す
れ
ば
、
私
は
どの
よ
う
な 

.価
値
あ
る

仕
事
を
も
行
う
こ
と
は
で
ぎ
な

い

の

で

あ
る
。

文
明
社
会
に
は
、

■

野
蛮
社
会
以
f
に
大
き
な
安
全
が
人

の々
中
に

欲
在

す

る

。

こ

れ

こ

そ

が
'*
.

.文
明
社
会
の
中
で
は
、
，芸
術
が
創
ら
れ
、
科
学
が
完
成
さ
れ
、
人
間
の
性
質

七
七 

'

(

四一

九)



:
.•:が
、
：：個
人
的
相
対
的
能
力
に
お
い
て
、
.次
第
に
発
展
し
て
来
た"理
由
で
'あ

C

注 
二)

' 

.

.

■
 

.■:
る 

0

」

：
■;
■

■■
.:
:

ハ
.
.
■

.

.

.

.

こ

;
.

.

.不
平
等
な

,#
産
制
度
を
平
等
化
す
る
に
は
、
韋
命
や
暴
力
に
よ
る
べ
き
で
な 

:

い
こ
と
は
、
：初
版
取
来
変
ら
ぬ
主
張
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
偶
然
の
結
果
ヤ
は 

な
く
、
為
政
者
の
強
権
の
結
果
で
も
な
く
、
.少
数
の
知
識
人
の
誇
大
な
宣
伝
の 

結
果
で
.も
な
く
、
実
に
社
会
一
般
：の
真
摯
.な
、
.思
慮
あ
る
確
信
の
結
果
に
'よ
る
ぐ
. 

べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
れ
ば
こ
そ
一
層
、
知
識
と
理
性
の
発
展
の
た
め
に
、

. 

い
.か
な
る
強
制
も
刑
罰
も
存
在
す
べ
き
で
な
く
、
自
由
が
大
切
で
あ
り
、「

自

由

'
 

の
摩
際
€»
敵
は
入
民
で
.は
な
く
て
、
反
対
の
制
度
に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
支 

配
階
級」

な
の
で
.あ
る
。
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン
は
、
当
時
の
盛
り
上
..？
.た
大
衆
の
邃
動 

を
前
に
し
て
、
.革
命
を
嫌
い
階
級
を
超
越
し
た
理
性
に
信
頼
す
る
こ
と
に
お
い 

て
、
反
革
命
的
で
あ
っ
た
が
、
既
成
の
財
産
制
度
を
、
こ
の
理
性
に
.よ
っ
て
完 

腐
な
き
ま
で
に
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
分
革
命
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
後
版
に
至
っ
て
、
こ
が
よ
ぅ
に
平
等
の
原
理
に
旅
ん
で
^
全
の
裒 

理
を
導
入
し
た
場
合
、
彼
の
階
級
的
意
義
は
逆
転
す
る
。
彼
は
、
個
人
判
断
の 

神
聖
な
権
利
は
財
産
の
基
礎
1
あ
り
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
文
明
社
会
の
優
秀
性 

.
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
.0
だ
が
既
に
見
た
よ
ぅ
に
、
こ
の
神
聖
な

. 

権
利
は
初
版
に
は
無
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
蓄
積
財
産
の
制
度
に
.基
礎
を
置
い 

た
全
制
度
は
、
正
義
の
大
綱
に
照
し
て
、
い
か
な
る
弁
護
の
余
地
も
な
.い
滅
び 

去
る
ベ
き
邪
悪
で
あ
っ
た
。
そ
の
財
産
に
対
し
て
安
全
と
い
ぅ
基
‘#
を
与
え
る 

こ
と
は
、
も

t>
,ろ
ん
彼
の
真
意
が
現
実
の
不
平
等
な
分
配
を
そ
の
ま
ま
に
認
め
、
 

石
と
い
う
意
株
で
は
な
V
芯
し
て
も
、
明
ら
か
に
妥
爲
を
示
す
も
の
で
ぁ
る
。

.ル
ソ
ー
は「

人
間
不
平
等
起
源
論」

に
お
い
て
徹
底
的
に
文
明
と
私
有
財
産
を 

..

.非
難
し
な
が
ら
本
、；
結
局
は
：T

民
約
論」

/
'で
財
産
の
神
聖
と
安
全
を
謳
歌
し
、
 

ベ
.ソ
サ
ム
は
幸
福
の
従
属
的
目
的
と
し
：て
生
計
、
余
裕
、
.平
等
、
安
全
を
挙
チ 

な
が
ら
、「

も
し
安
全
と
平
等
と
が
相
衝
突
す
る
な
ら
、
.一
瞬
も
躊
躇
し
て
は
な 

ら
^
い
。
'.平
等
は
道
を
譲
ら
ね
ば
な
ら
介
い
。
安
金
は
人
生
の
基
礎
で
あ
り
、
.
 

生
計
も
余
裕
も
幸
福
も
、
，一
切
は
こ
れ
に
な
る
。」

と
主
張
し
た
。
ゴ
ド
ゥ
ィ
ン 

は
彼
等
に
比
べ
て
、
よ
り
平
等
を
重
要
視
し
て
は
い
た
.が
、
そ
れ
で
も
そ
の「

理 

性」
「

快
楽」

「

幸
福」

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
を
断
ち
得
ず
、
幸
福
丨

理
性
丨

 

平
等
制
度—

蓄
積
財
産
制
の
批
判
と
い
う
初
版
の
線
は
、，
孝
福
I
文
明—

財
産 

丄
次
全
と
い

う

，

ブ
ル

ジ

ョ

ア

的
体
系
の
方
に
傾
い
：て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る0 

そ
の
結
果
、
そ
の
行
論
に
は
い
く
つ
か
の
変
化
が
生
じ
た
。
正
義
の
原
理
か 

ら
は
、
财
産
の
相
続
や
遺
言
は
不
正
な
独
占
や
約
束
で
.あ
っ
た
の
に
、
そ
れ
は 

個
人
判
断
の
権
利
に
基
づ
く
が
故
に
、
そ
の
処
分
権
.は
保
護
さ
る
べ
き
だ
と
改 

め
ら
れ
、
奢
侈
や
不
平
等
の
段
階
は
、
野
蛮
状
態
か
ら
、
文
学
や
芸
術
の
た
め 

の
閑
暇
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
る
重
要
な
段
階
で
、
不
平
等
は
文
明
の
序
曲
で 

ヽ
必
要
で
あ
っ
た
.と
述
べ
て
い
る)

。，
そ
し
て
奢
侈
は
、
欠
乏
の
镄
牲
の
上
に
独
占 

さ
れ
た
享
楽
な
ら
惡
徳
で
あ
る
が
、
便
宜
.品ac

c
o
m
o
d
a
t
i
o
n 

.を

意

味

す

る
 

な
ら
、
美
徳
で
あ
る
し
、「

蓄
積
財
産
の
制
度
は
市
民
政
治
か
ら
生
れ
た
も
の
で 

あ
る
。
そ
し
て
市
民
政
治
は
、
我
々
が
信
じ
て
■い
る
よ
う
に
、
蓄
積
さ
れ
た
知 

恵
の
産
物
で
あ
る
。
か
く
し
て
立
法
者
及
び
元
老
院
の
知
恵
は
、
正
義
の
公
理 

及
び
人
間
の
天
性
を
無
視
す
る
、
最
も
放
埒
な
且
つ
不
合
埋
な
財
産
分
配
を
保 

証
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
の
で
知
る)

。」

と
い
う
叙
^
は
消
え
去
っ
た
。

(

注 
一：)

p
o
s
i
c
a
l

 Justice, v
o
l
.
II, pp. _

~
1
.

(

注
ニ) 

§
' fpp, 449-451.

(

注
三)

Js:
^

-<l
or

-

v

w
o
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' 

s

s
 I

b
i
f
V
O
L
p
p
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(

注
五)

Ibid., pp. 49112.

(

注
六)

I
.

(

注
七)

」

J2:
PU
こ
ィ
0|‘，
K
I
'

T
e
x
t
u
a
l ISTotes, ...P...214.

.

.

八

.

:

各
版
の
相
違
は
こ
れ
の
み
に
は
と
ど
ま

ら

な

い
で

、
例
え
ば
財
産
論
で
.も
、

一
部
の
奢
侈
が
快
楽
の
た
め
認
め
ら
れ
た
結
果
、
理
想
社
会
は
や
や
華
や
か
な 

も
の
と
'な
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
は
財
産
は
絶
え
ず
均
等
化
す
る
と
い
う
、玉
張
を 

失
っ
た
こ
と
、
人
口
論
に
若
干
の
説
明
が
加
わ
っ
.た
こ
と
'、
等
の
変
化
.が
：あ
る
。

.更
に
全
巻
を
逋
じ
て
見
れ
ば
、
ノ

ブ
リ

.
ゥ
ォ
ル
ス
：ト

ン
ク
ラ
フ
ト
と
'の
麗
し 

、き
恋
愛
.の
，結
果
域
ね
個
人
的
情
愛
論
、
感
情
の
重
視
、
結
婚
、
政
治
的
制
度
の 

意
義
、
反
抗
、
合
理
主
義
と
経
験
論
の
問
題
等
触
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
も
多
い
。
 

更
に
彼
の
思
想
の
以
上
の
ょ
う
な
変
化(

後
退)

を

引
き
起
し
たも
の

.

は
何
か 

と
い
う
興
味
あ
る
問
題
、「

政
治
的
正
義」

以
後
彼
が
死
ぬ
ま
で
書
き
続
け
た
多 

く
の
評
論
、
歴
史
書
、
小
説
等
の
思
想
の
変
化
も
見
る
べ
き
.で
あ
ろ
う
が
、
紙 

数
も
尽
き
た
の
で
、：：こ
^
で
は
特
：に
社
会
思
想
史
上
重
要
な
財
産
論
に
お
い
て
、
 

蓄
積
財
産
の
批
判
が
弱
ま
つ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
.め
て
筆
を
措
く
。
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:こ
れ
は
：伝
記
等
'の
資
料
.に
よ
っ
て
も
説
明
さ
る
べ
き
だ
が
、
基
本
的 

.

に
は
彼
の
思
想
史
..上
の
地
位
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
近
代
自
然
法
が
'重
視
し
た 

.人
間
行
為
の
規
準
は
、
英
国
経
験
論
哲
学
の
中
で
、
よ
り
唯
物
論
的
に
功
利 

主
義
と
い
う
か
た
ち
で
発
展
し
た
。
功
利
圭
義
は
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
!
の
実
際 

の
心
理
で
あ
り
、
功
利
的(

営
利
的)

関
係
が
現
実
の
経
済
の
反
映
で
あ
る 

:•
•
:限
り
に
お
い
'て
、
'' 
確
か
に
a®
-
-歩
.で
あ

,？
!
、
そ
れ
は
重
農
学
派
、
古
典
学
派
の 

経
済
学
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
'た
。
だ
が
、
こ
れ
を
.社
会
思
想
と
し
て
見 

'た
場
合
、
歴
史
の
発
展
.に
つ
い
て
は
自
然
法
以
上
に
観
念
的
で
、
歴
史
的
な 

.
火
間
存
在
を
、
単
純
な
快
苦
を
感
ず
る
生
理
双
ゑ
の
主
体
と
し
か
奢
ぇ
な
い
、 

皮
相
的
な
、
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
理
論
で
あ
っ
た
。
.そ
れ
故
に
、
啓
蒙
期
の
フ
ラ
ン 

ス
に
お
い
て
絶
対
王
.制
に
対
す
る
強
力
な
攻
擊
の
武
器
と
な
り
な
が
ら
も
、

.

.

.
產
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
の
勝
利
し
た
英
国
に
再
.び
帰

'?
て
來
た
時
、
ベ
.
ン
サ
ム
に 

.
•よ
'っ
て
そ
の
革
命
的
.性
格
を
抜
き
去
ら
れ
て
し
ま
マ
た
の
で
あ
る
。
ゴ
'
ド
ゥ 

■
ィ
ン
は
エ
ル
ヴ
エ
シ
ゥ
ス
の
旺
盛
な
批
判
精
神
を
'学
ん
で
、
政
府
や
宗
教
を 

;否
定
し
> 
財
産
制
度
を
根
底
か
ら
問
題
と
し
た
最
初
の
人
で
あ
っ
た
が
、.
そ 

の
立
場
は
小
生
庫
者
的
で
あ
っ
た
。
彼
め
思
想
の
こ
の
よ
う
な
限
界
、
経
済 

.
制
度
を
批
將
し
な
が
ら
も
形
而
上
.学
的
性
格
が
強
く
：て
、
経
済
学
と
結
び
付 

き
得
な
か
？
た
凉
な
ど
に
つ
い
て
は
、
；近
く
稿
を
改
め
て
述
べ
る
予
定
で
あ

'
,
'
- 

' 

七
.九

(

四 
ニ .1)
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